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　根を大地に張り地面に固定し一生涯その場所を移動
することなく過ごす植物は，敵に襲われても逃げ出す
ことができません。しかし植物は，動物と異なる独自
の「知恵」で病原菌の侵入を察知し，生体防御系を活
性化することによって身を守ります。
　このような植物の異物の識別メカニズムと受容情報
の伝達を解明することは，新たな病害防除法や抵抗性
に優れた作物の育成の基礎となる重要な知見を得るこ
とができます。
1．受容体の構造と機能に関する研究
　病原菌細胞壁由来の特定のキチソオリゴ糖鎖断片を
エリシターとして植物細胞に処理することにより，活
性酸素の生成，様々な生体防御関連遺伝子の発現およ
びフィトアレキシンの合成等を誘導することが明らか
になり，この反応は糖鎖の構造と重合度を厳密に要求
することから植物側にはこのキチン糖鎖断片を認識す
るタソパク質，すなわち受容体タソパク質（Chitin
elicitor　binding　protein，　CEBiP）が存在することを示
唆しました。このタソパク質は単子葉植物のみでな
く，双子葉植物にも存在することが確認され，最近こ
のCEBipはイネ培養細胞から単離され，その一次構
造が明らかになりました。本研究室ではこのCEBip
受容体を中心に，その分子構造及び認識機構の解明，
さらに受容体下流のシグナル分子の単離・同定を目指
しています。
2．CEBip関連遺伝子の機能解析
　イネゲノム中にはキチソエリシターにより誘導され，
CEBipと構造的類似する遺伝子が存在しています。
キチソオリゴ糖の認識・結合に関与するモチーフを持
つこれらの一連の遺伝子はCEBipと異なる独自の機
能を所有するのか，あるいはCEBipと相互作用する
ことにより何らかの役割を発揮するのかまだ不明であ
ります。これら遺伝子がイネの中でどのような機能的
役割をするのか，またその構造と機能相関についても
解析を進めています。
　本研究室では，これらの研究を生化学，分子生物学
及び構造生物学的アプローチで進めることにより，植
物防御応答の分子機構の理解を深め，新たな植物保護
戦略の構築に寄与することを目指しています。
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